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商品選びに 科学の目を
取り入れませんか

消
費 者

セ
ン

タ
ー

テス
ト 室

って

なに
す
る

と
こ
ろ
?

買 い 物をするとき、その商品にどれ<
鰹S 冫 もって還んでいますか。いろ

丶S

圖

が氾濫し ている今、品質 や安

を感じるものも少なくあり ま

編齧 薑韲諞l i■ Xンタ ーでは、皆さんが疑問

、・ じている商品について、テス膕 諞 齧S-

・■ ■・提供を通じて、日 常生活を見齧 臘　　l

■ 手伝いをしてい ます。

毎日ついゴ クゴク飮ん
で し まう ペ ッ トボ ト
ル。含まれている驤二)
も、糖度計を使えば自
分の目で確認できます

相
談
の
解
決
に
あ
た
り
ま
す

「
こ
の
お
米
は
ほ
ん
と
う
に
新
米
か

し
ら
」
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た

場
合
、
そ
の
商
品
を
テ
ス
ト
し
、
原
因

を
調
べ
て
相
談
に
役
立
て
李
す
。

試
買
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す

皆
さ
ん
の
商
品
選
択
の
た
め
に
、
市

販
の
商
品
を
購
入
し
て
品
質
や
性
能
を

テ
ス
ト
し
、
テ
ス
ト
結
果
を
公
表
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
8
区
合
同
で
「
低

価
格
の
傘
」
に
つ
い
て
テ
ス
ト
し
ま
し

た
。

ジ ュース に着色料が使われ
ているかどうかは、酢をた
らしたジュースに白い毛糸
をいれて煮、毛糸を水で洗
って色がとれるかどうかで
わかります

テ
ス
ト
教
室
を
開
き
ま
す

消
費
者
自
ら
が
商
品
を
科
学
的
な
目

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
簡
単
な
実
験
を

含
ん
だ
学
習
会
の
開
催
や
、
親
子
や
グ

ル
1
プ
を
対
象
と
し
た
、
楽
し
く
学
べ

る
簡
易
テ
ス
ト
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
簡
易
テ
ス
ト
器
材
の
貨
し
出

し
も
し
て
い
ま
す
。

商
品
情
報
を
提
供
し
ま
す

商
品
テ
ス
ト
結
果
や
調
査
結
果
な
ど

商
品
に
関
す
る
冊
報
を
整
理
し
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
形
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
資
料
の
閲
覧
や
図
書

・
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
暮
ら
し
を
よ
ひ
豊

か
に
安
全
に
す
る
た
め
に
、
活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

テ
ス
ト
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

消
費
者
セ
ン
タ
ー
ヘ

(
汪
t
t
0
5
)
。5
7
3
0
8】

館
蔵
浮
世
絵
展

都
市
の
遠
景

「名所江戸百景」にみえる
富 士・筑 波・江 戸 湾

今回の企画展では、館蔵浮世絵のう
ち江戸時代後期の代表的 風景画シリー

ズ 「名所江〃- w 」を取り 上げ、江戸
という都市の地理感覚を表現した。富
士 ・筑波の二つの 山岳、江戸 湾( 東京
湾) という 海洋の風景に焦点 をあ てま
す。 期間- D 前期… 9 月2 日 ～9 月24
日 じ>l t期… 9 月28日～10月15日( 毎

週月阻日休館) 入館料一大人200円、
小・中学生100円( 20人以上の団体は半
額) ※ 毎月第2十曜日は無料 問先一
郷土博物館 　3620一9393

名
所
江
戸
百
景
　
神
田
紺
屋
町 9

月
1

日

は

防

災

の

日

4
・
5
面
に
特
集
掲
載

' 95消 費 者 展

皆さんのご来場を
お待ちしています

日
時
1
9
月
2
9日
、
午
前
1
0時
～

午
後
を
時
/
3
0日
、
午
前
1
0時
1

午
後
2
時
　
内
容
―
消
費
者
団
体

・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
・
研
究
発
表

・
公
共
企
業
P
R
コ
1
ナ
ー
・
バ

ザ
ー
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

□
バ
ザ
ー
に
ご
寄
贈
を
お
願
い
し

ま
す、」

家
庭
に
あ
る
不
要
品
で
、
再

活
用
で
き
る
生
活
用
品
の
寄
贈
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
食
料
品

辿

葱

・
化
慧

・
S
揚

。

消
も
う
の
激
し
い
も
の
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

受
付
=
9
月
1
9・
2
0

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時
　

-

い
ず
れ
も
トト

場
・
問
先
1
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

葦
立
ち

戦
後
5
0年

わ
が
国
の
近
代
史
上

、
戦
争
の

な
い
平
和
な
時
代
が
5
0
年
間
も
続

い
た
こ
と
は
か
つ
て
な
い

。
そ
の

節
目
の
年
に

、
次
々
と
事
件
が
起

こ
り
、
多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た

。
人
の
命
に
つ
い
て

、
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す

。

5
0年
前
、
戦
場
に
い
た
時

、
今

ぼ
生
き
て
い
ら
れ
る
か
ご
7

か
わ

か
ら
ぬ
状
況
で
し
た

。
や
が
て

終

戦

。
よ
う
や
く
の
思
い
で
帰
っ
た

東
京
は
一
面
の
焼
野
原
で
す

。
し

か
し

、そ
の
焼
け
跡
に
立
っ
た
時
、

生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

、
力

を
尽
せ
ば
、
今
日
よ
り
も
明
日
き

っ
と
よ
く
な
る

、
そ
ん
な
確
信
の

よ
う
な

も
の

が
わ
い
て
き
ま
し

た
。終

戦
の
年
1
7
万
人
だ
っ
た
足
立

区
の
人
口
は

、5

年
後
に
は
2
6
万

人
と
な
り
、
昭
和
3
0
年
代
以
降
は

一
時
、
年
に
2

万
人
も
増
加
す
る

な
ど
し
て

、
現
在
、
約
6
4
万
人

。

首
都
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て

、
袤
た
商
工
業
地
と
し
て
目
覚

ま
し
い
発
展
を
遂
げ
ま
し
た

。

「
豊
か
に
生
き
た
い

」
、そ
う
願

う
限
り

、
だ
れ
も
が
豊
か
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
…
こ
れ
は

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
す

。
と
同

賻
に

、
そ
れ
は
平
和
ら
w

ご
も
い

え
ま
す
。
戦
争
は
人
の
生
き
方
の

自
由
を
奪
い

、
大
の
命
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
放
棄
さ
せ
奪
す
。

命
を

粗
末
に
し
て
は
い

け
な

い
。
節
目
の
年
に
あ
た
ひ
改
め
て

願
丐
も
の
で
あ
り
ま
す
。

区
長
　古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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保
健

ガ
イ

ド

参
加
者
募
集
中
　ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル

エ
イ
ズ
問
題
を
考
え
る

区
で
は
、
エ
イ
ズ
予
防
を
広
く

呼
び
か
け
る
た
め
、
ビ
デ
オ
ゴ
ン

グ
1
ル
を
行
い
家
"

。
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
問
趣
意
峨
を
持
て
る
よ
う

な
内
容
で
し
た
ら
、
ビ
デ
オ
の
内

睿
は
ど
の
ぶ
7

な
も
の
で
も
結
構

で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
で
儁
性
的
な
作

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。な
お
、

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、後
日
ビ
デ
オ

上
映
会
に
て
上
映
し
、表
彰
し
ま
す
。

ま
ず
は
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。対
象
-
区
内
在
住
・
在
一
・
在

学
の
方

内
容
―
作
品
は
5
分
以
内

申
込
―
事
前
に
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、一
話
番
号
を
明
記
し
郵
送

※

後
日
、
資
料
を
お
送
り
し
ま
す

期
限
1
9

月
1
5日
消
印
有
効

申
・
問
先
―

足
立
保
健
所
・
保
健
指
導
佩

〒
1
2
1伊

―

沼
1
1
5
7
1

か○

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

食
と
健
康
教
室
　「
が
ん
」に
な
り
に
く
い
食
生
活
の
工
夫

理
想
的
な
食
生
活
に
よ
り
、
約
3
割

の
が
ん
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
が

ん
を
予
防
す
る
健
康
的
な
生
活
づ
く
り

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
I
9

月
1
3日
・
午
前
1
0時
～
1
1時
3
0分
、9

月
2
0日
・
午
後
1
時
3
0分
1
3
時
3
0分
(

い
ず
れ
も
水
曜
日
)

内
容
=
が
ん
を

予
防
す
る
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
/
1
日
に

何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
ぶ
い
か
/
賢

い
食
べ
あ
わ
せ
の
工
夫
と
暮
ら
し
の
ポ

イ
ン
ト
/
気
鰹
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
定
員
-
3
0
人
(
先
一
順
)
s

用
―
無
料

申
込
―
一
話

場
・
申
・

間
先
I
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

講
習
会
「
骨
を
丈
夫
に
す
る
食
生
活
」

足
り
な
い
の
は
本
当
に
カ
ル
シ
ウ
ム
?

日
時
1
9
月
5
・
2
0日
(
2
日
制
)
、午

後
1
時
3
0分
I
3
時
3
0分

内
容
1
1

日
目
…
骨
粗
し
ょ
う
足
予
防
の
食
生
活
/
2

日
目
…
骨
と
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る

運
動
　
定
員
1
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
間
先
1
千
住

保
健
所
一一
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

9 月の住区健康フェスティバル

まちも元気　わたしも元気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
パ

ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血
液

・
尿
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
か
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日

程
等
―
右
表
の
と
お
り
S

用
―
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

区
民
相
談
室

の
ご
案
内

区
で
は
、区
民
の
皆
さ
ん
に
役
立

つ
各
一
相
腋
奮
汀
っ
て
い
ま
す
。
困

っ
た
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、迷
わ
ず
お
I
話
く
だ
さ
い
。

費
用
―
無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す

問
先
1
千
住
本
庁
舍
・
区
民

相
談
室

〒
跏
千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

◎ 住宅修繕等をお考え方へ　区内建築業者の連合団体を通じ施工業者をあっ
せんしています。電話でお申し込みください。土曜・日曜・祝日はお休みです

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ・
竹
の
塚
図
書
館
　
臨
時
休
館
し
ま
す

□
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

館
内
消
毒
、
消
防
設
備
点
検
の
た

め
臨
時
休
館
し
ま
す
。
休
館
に
伴
い

総
合
受
付
(
テ
ニ
ス
コ
1
卜
・
野
球

場
の
貸
し
出
し
、
保
養
所
の
申
し
込

み
等
)
も
お
休
み
し
ま
す
。

休
館

日
1
9
月
4
日
～
6
日

間
先
I
ギ

ャ一フ
ク
シ
テ
ィ

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

□
竹
の
塚
図
書
館

図
書
特
別
塵
理
の
た
め
休
館
し
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

他
の
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
館
日
1
9
月
1
日
～
1
0日

間

先
―
竹
の
褫
図
書
館

(
3
8
5
9
)
9
9
6
6

宿 泊 施 設 イン フォメ ー ショ ン

11・12月分の

利 用案 内

申
し
込
み
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
1
ツ
公
社
の
各
施
設
(左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
I
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
ハ
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
必
要
事
項
を
配
入
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り

ま
す
)

期
間
I
9
月
1
日
～
1
0日
必

着
(
抽
選
結
果
を
1
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
、1
0月
1
2

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
す
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
那
須
・
森
の
家
と
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

の
1
2月
3
1日
の
宿
泊
申
し
込
み
は
、1

月
分
の
利
用
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

空
き
室
の
利
用

□
1
1
・
1
2
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
冫
金
曜
日
(
今
回
は
1
0月
1
3

日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
予

約
で
き
李
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
設

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
8
・
9
・
1
0
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で

す
)

● 各施設利 用案内　11 ・12月利用分

※ 公社施設ですでに購入済みの宿泊施設抽選申し込みカード( 専用ハガキ) には「山中湖林間学園」「鋸南自然の家」の表示がないものがありますが、
使用することができます。施設名欄に記入し、申し込んでください/ 利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします/ 「那須・森
の家」と「湯河原あだち荘」の12月31日の宿泊申し込みは1 月分の利用申し込みになります

鋸 南自然の家

● コミュニティ文化・スポーツ公社一覧表

● 受付時間=( 1) ～( 10) は午前9時～午後8時、( 20) は午前9時～午後5時、( 21) ( 22)
は午前10時～午後6 時( 毎週月 曜日　 休館)
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あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に

高
齢
者
健
康
診
査

6
5
歳
以
上
(
昭
和
5
年
3
月
3
1
日
以

前
生
ま
れ
)
の
方
お
よ
び
4
0
歳
以
上
で

寝
た
き
り
の
方
(
入
院
中
の
方
を
除
く
)

な
ら
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

日
程
=
9
月
1
日
～
1
0月
1
4日

場
所

―
「
本
院
は
高
齢
者
健
康
診
査
実
施
会

場
で
す
」の
番
板
の
あ
る
区
内
の
医
家

機
関
(
4
0
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
は

医
師
が
訪
問
し
て
健
康
審
査
を
行
い
ま

す
)
内
容
―
▽
必
須
検
査
…
問
診
、

身
体
計
測
、診
察
、血
圧
測
定
、尿
検

査
、血
液
検
査
、胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
▽
選
択
検
査
(
医
師
が
必
要
と
認

め
る
方
)
…
貧
血
検
査
、心
電
図
、糖

負
荷
試
験
、眼
底
検
査
の
う
ち
必
要
な

検
査
費
用
=
無
料
(
前
記
以
外
の
検

査

、
治
療
は
有
料
)

申
込
―
▽
6
5
歳

以
上
の
方
…
8

月
末
ま
で
に
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
の
で

直
接
会
場
へ

▽
4
0

歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
…
9

月
2
9日

ま
で
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。受
診

票
を
送
り
ま
す
(
健
診
日
は
、医
療
機

関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
)
※
受
診
票

を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、1
0
月
6
日
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
申
・

間
先
1
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
w
1
1
1
1
㈹

9
月
の
献
血

日
時
等
=
下
表
の
と
お
り

問
先
―
東

京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

9月の献血日程

健康カレンダー 9月の予定

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
物
な
ど
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目

的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
4
千
円

を
超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が
不

備
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/

1
団
体
1
事
業
/
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と

め
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、団
体
名
、費
用
(
入
会
金
、月
額
、使
途

な
ど
)
を
明
記
し
て
、郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着
順
/
催
し
物

の
締
め
切
り
は
、発
行
日
の
1
ヵ
月
前
投
稿
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎

・
広
報
課
〒
1
2
0
千
住
1
1
4
-
1
8
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

催
し
物

☆
大
谷
田
団
地
商
店
街
1
5
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
　
8
月
2
7
日
(
日
)
、午
後
2
時

～
9
時
/
大
谷
田
団
地
2
号
棟
、4
号

揀
前
広
場
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、ど

じ
ょ
う
つ
か
み
、ス
イ
カ
創
り
、フ
ァ

ミ
コ
ン
大
会
、野
外
映
国
会
な
ど
/
安

岡
　
(
3
6
0
5
)
5
1
8
0

☆
核
燃
料
に
関
す
る
学
習
会
　
9
月
1

日
(
金
)
、
、午
後
7
時
1
8
時
3
0
分
/
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/
矢
内

(
3
8
8
7
)
8
0
2
1

☆
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
り
　
9
月
1
5
日
(

祝
)
、
午
前
m
一
時
～
午
後
4

時
/

竹
の

筱
障
書
福
祉
館
/

バ
ザ
1

、敬
老
行
事
、

講
演
な
ど
/
足
立
る
っ
者
合
同
委
員
会

坂
本
　
(
3
8
4
9
)
6
4
3
6

☆
足
立
区
文
化
祭
公
募
い
け
ば
な
展
参

加
者
募
集
　
1
0月
6
日
～
8
日
/
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
/
流

派
・
経
験
年
数
を
問
わ
ず
/
無
料
/
往

復
(
ガ
キ
に
よ
る
抽
選
。
参
加
希
望
者

に
は
要
綱
を
送
付
/
申
込
前
に
電
話
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
/
足
立
区
華
道
・
茶

道
協
会
/
田
中

(
3
8
8
6
)
5
9
2
2

☆
日
中
合
同
美
術
展
作
品
募
集
　
1
1月
1
4

日
～
1
9日
/
日
中
友
好
会
館
美
術
館
/

作
品
受
付
は
9
月
4
日
～
6
日
/
希

望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
/
日

中
友
好
会
館
内
日
中
学
院

(
3
8
1
4
)
3
5
9
1

募

集

☆
人
物
画
教
室
　
第
1
・
3
火
曜
日
、

午
後
6
時
～
9
時
/
綾
瀬
住
区
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
1
回
千
4
0
0
円
/
木
村

(
3
8
4
0
)
7
9
9
4

☆
話
し
方
梅
島
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
火
曜

日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
エ
ル

ーソ
フ

ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
千
5
0
0

円
/
田
中

(
3
8
5
9
)
2
4
4
3

☆
囲
碁
会
員
(
桜
石
会
)
　
毎
週
月
曜

日
、
午
前
9
時
1
午
後
1
時
3
0分
/
桜

花
亭
ほ
か
/
初
心
者
、
女
性
歓
迎
/
入

会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/
山
本

(
3
8
6
0
)
8
9
1
8

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
ア
カ
シ
ア
会
)
　
毎

週
土
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
東
伊

興
生
活
館
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
9
円
/
桜
井

(
3
8
9
9
)
1
8
6
8

☆
油
絵
教
室
(
ひ
ま
わ
り
会
)
　
第
1

・
2
月
曜
日
・
午
後
7
時
～
9
時
/
エ

ル
・
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
2
千
3
0
0円/
大
曽
根

(
3
8
8
7
)
8
7
4
1

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
こ
っ
ぺ
ぱ
ん
)
　

毎
週
月
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
六

月
中
学
校
体
育
館
/
1
6
歳
以
上
、経
験

者
歓
迎
/
年
額
3
千
6
0
0
円
/
石
鍋
(
夜

間
)
　
(
3
8
8
3
)
3
9
1
1

☆
生
花
サ
ー
ク
ル
(
花
の
集
い
)
　
第
1

・
l
金
曜
日
、午
前
一
…
‘
時
～
正
午
/
興

本
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
4
千
円
(
花

材
含
む
)
/

須
賀

(
3
8
8
5
)
5
1
4
0

☆
合
気
道
健
康
千
島
会
　
毎
週
日
曜

日
、午
後
6
時
～
8
時
3
0
分
/
扇
中
学

校
体
育
館
/
入
会
金
千
円
、月
額
千
円

/
鈴
木
　
(
3
8
8
9
)
0
9
3
5

☆
健
康
体
操
(
も
み
じ
会
)
　
毎
週
金
曜

日
、午
後
2
時
～
4
時
/
興
本
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
月
額
2
千
网
円
/
池
田
(
夜

間
)
　
(
3
8
4
8
T
4
2
4

☆
高
齢
者
手
作
り
教
室
(
が
ん
ば
る
会
)
　

第
2
・
4
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午

/
月
額
千
円
(
教
材
含
む
)
/
小
宮

(
3
8
5
5
)
2
8
0
3

健康あ・ら・かると
寝
た
き
り
予
防
は

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
か
ら

日
本
は
現
在
、
世
界

一
の
長
寿
国
と
な
り
、

人
生
8
0年
時
代
黔
迎
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、8
0

年
を
い
か
に
有
意
義

に
生
き
る
か
と
い
う
生

活
の
質
の
問
題
が
、
よ

り
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
生
活
の

質
の
低
下
を
も

た
ら
す
最
大
の
健
康
問
題
は
寝
た
き
り

で
す
。現
在
、寝
た
き
り
の
高
齢
者
は
、

約
卯
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
寝
た
き
り
に
な
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
受
け
止
め
る
傾

向
が
あ
り
李
す
が
、か
な
り
の
部
分
は
、

適
切
な
健
康
管
理
や
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、周
囲
の
人
の
介
護
・
協
力
に
よ
っ

て
十
分
予
防
で
き
ま
す
。

寝
た
き
り
の
原
因
の
第
1
位
は
脳
卒

中
で
、
全
体
の
約
3
0
%
を
占
め
て
い
ま

す
。
脳
本
中
は
成
人
病
の
代
表
的
な
も

の
で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
血
管
の
変
化
が
進
み
発

病
し
ホ
y
。
成
人
病
は
習
慣
病
と
も
言

わ
れ
、
病
気
を
進
行
さ
せ
る
因
子
が
個

人
の
食
生
活
、
運
動
、
喫
煙
、
飲
酒
な

ど
日
常
の
生
活
習
慣
の
中
に
濳
ん
で
い

ま
す
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、威
人
病
の
予
防
が
第
一
。

若
い
う
ち
か
ら
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

定
期
的
な
健
康
診
断
に
よ
り
、
発

病
す
る
前
に
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、日
常
生
活
そ
の
も
の
を
栄
養
、

運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
も
の
に
し
、
成
人
病
に
つ
な
が

る
習
慣
を
改
善

す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
生
活

習
憊
吹
善
に
つ

い
て
は
、
保
健

所
・
保
健
相
談
所
へ
ヽ
」相
談
く
だ
さ

い
。健

康
は
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
つ
く

り
守
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
8
0歳
に
な
っ
て
も
身
の
回
り
の
こ

と
が
で
き
、
社
会
参
加
も
で
き
る
ぷ
つ

な
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
よ
う

に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

A
保
健
所
医
師
V
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始 め よう
もしもに備えて できること

1霤41 こ|師 哂 男 噫 日までの関にヽマグニチュード4 鉞卜の地霞かヽ日本で
‘ ふ ー・淡路大震災は、高遠遭路の崩壊やピルの卻攘、大規

-・ ・、 ‘ ' な衝撃をあたえました
磑 富 ● 甼度7' のぼ下! 地震に爾えるためヽ早速 地ヽ域防災計画の見直しを始め、

、g 水1 ・トイレの設置などの緊急対策を行ってきました しか

胆

功ヽMi l 丶

澀 難 牆 回 荏 難 羅 戸

四`

たちのまちは私たち自身で守りたいものです

9 月1日は防災の日

日
ご
ろ
の
訓
練
が
大
切
で
す

9
月
1
日
(
防
災
の
日
)
、
区
で
は
地

賈
災
魯
に
備
え
、
縁
合
防
災
馴
綴
を
行

い
ま
す
。
魯
桑
・
消
防
脣
を
は
じ
め
町

会
・
自
冶

兪
な

葯

匍
団
体
、
参
加
者
3

千
人

を
超
え

る
大

規
襖
な
訓
練
で

す
。こ
の
朋
練
は
、関
東
大
地
一
(

マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
7
9
)
廠
の
地
震
災
害
を
草

定
し

、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
緊
愈
愚

者
の
搬
送
、
倒
壊
ピ

ル
か
ら
の

歙
出
救
助

訓
練
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
も

い
ざ
と
い
う
恥
に
辱

癶

ぜ
ひ
ご
兄
学

く
だ
さ
い
。

時
間
=

午
聊
l
睥
匐
分
I

正
午

場
所
―
関
原
一
丁
目
地
先
荒

川
河
川
敷
左
岸
(
西
新
井
楯
一

千
庄
新

橋
藺
)

※
当
日

、
西
新
井
檎
付
近
は
、

訓
練
車
両
等
の
通
行
で
、
遭
路
の
蓆
雑

が
予
廖
さ
れ
家
y

。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

使
え
ま
す
か
?
　消
火
器

区
で
は
、
1
万
川
本
の

荊
火
器
を
町

金
・
自
泊
命
に
配
偉
し
て
い
ま
す
。
大

き
な
火
災
も
火
元
は
小
さ
い
も
の
で

す
。
も
し
出
じ

て
私
ぶ
さ
い
う
4
&
t
f

ら
消
し
止
め
ら
れ
本
y
消
火
器
を
哽

え
る
よ
う
日

ご
ろ
か
ら
訓
練
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

銀
色
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
中
に
消
火
器
が

「
ロ
ケ
ッ
ト
型
消
火
器
格
納
箱
」

環
状
7

号
線
や
一
部
主
要
遭
路
旧
縁

で

、
銀
色
の
ロ
ケ
ッ
ト
か
見

た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
t
爽
は
こ
の
ロ
ケ
ッ

ト
の
中
に
は
消
火
冊
が
格
納
し
て
あ
り

李
y
。
こ
れ
は
、
道
路
の
周
り

の
火
災
を
哨
し
て
、
避
難
す
る

瞥
洶
兀
の
安
全
を
礎
保
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
罍
難
道
路
を

中
心
に
約
6
0
S
の
間
隔
で
設
置

し
て
あ
り
、
現
在
、
g
内
に
千

Ⅲ
本
あ
り
嫐
y
。
こ
の
消
火
器

は
道
路
周
辺
で
発
生
し
た
火
災

の
初
期
消
火
に
も
利
用
で
齊
i

す
。最

近
、消
火
器
へ
の
い
た
ず

ら
が
増
え
て
い
富
す
。も
し
、

い
た
ず
5
曇
さ
れ
て
、
中
身
の

な
い
騎
火
器
を
見
つ
け
た
ら
、

災
害
対
策
謀
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

防災についてのお問い合わせ
中央本町庁舎・災害対策課f 13880- 5011

サイレンが

鳴り ます
9月1 日

警戒 宣言伝達 訓練

9
月
1

日
(
金
)
、午
加
1
時
3
0
分
、区

内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
が
鴫
ひ

ま
す
。
こ

の
サ
イ
レ
ン

は
、
i

取
I

言
』膏
懈
さ

ん
に
伝
え
る
馴
練
で
す
。
番
戒
重
言
は

東
灘
地
腹
の
死
ま
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
発
令
さ
れ
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
は
、
曽

さ
ん
が
毎
日
、
耳
に
し
て
い
る
'
夕
焼

け
攻
芦
を
唇
‥
そ
い
る
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
嚊
り
汞
す
(
4
5
秒
鳴
り
耨
秒
休
む

卜
の
I
回
く
n
返
し
)
。
9
月
1
日
の

サ
イ
レ
ン
は
、
あ
く
ま
で
も
訓
練
で
y

が
、
実
際
に「

警
戒
重
言
勁

菊
令
さ
れ

た
場
合
に
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど

か
ら

。
正
し
い
惆
報
'
を
つ
か
み

、
適

叨
な
行
聯
菅
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て

家
庭
で
も
備
蓄
を

・

災
害
傭
蓄
龠
瘴

区
に
は
、
災
害
に
騨
え
、
区
内
6
ヵ

所
(
千
僅
桜
木
・
保
木
間
・
奥
本
・
大

谷
田
・
舎
人
・
鹿
浜
)
に
災
害
需
蓄
倉

庫
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
龠
廩
に
は
、

乾
パ
ン
・
乳
児
用
粉
ミ
ル
ク
ー
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
ター
な
ど
の
飲
科
・
ゴ
ザ
・

毛
布
・
ロ
ー
ソ
ク
・
簡
昜
ト
イ
レ
な
ど

の
生
活
必
需
品
と
、医
薬
品
な
ど
の
物

品
が
瓣
え
ら
れ
て
い
富
y
。

・

家
庭
内
飼
蓄
の
お
願
い

し
か
し
、
こ

れ
ら
の
区
で

鰐
冨
し
て

い
る
物
品
だ
け
で
は
、
災
害
時
に
十
分

対
応
で
き
る
と
は
言
え
ま

譬
ん
。
各
家

庭
で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
家

底
内
備
蓄
を
行
つ
て
く
だ

さ
い
。
非
常

用
食
魯
・
飲
み
水
・
医
薬
品
・
ラ
ジ
オ

・
懐
中
電
灯
・
ロ
ー
ソ
ク

ーレ

ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
な
ご
!
(

巻
な
袋
に
つ

め
、
い

つ
で
も
持
ち
出
せ
る
峇
冫
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
が
1
ゼ
や
包
帯
・

三
角
m

な
ど
牽
Λ
れ
た
欷
息
箱
も
あ
る

と
安
心
で

す
。

頼
り
に
な
る
の
は
お
隣
さ
ん

阪
神
・
淡
路
大
廣
災
で
は
、
狛
万

棟

以
上
の
薦
物
が
倒
皿
し
、
多
く
の
人
ぴ

と
が
蕩
初
の
下

敷
き
に
な
ひ

声
レ
た
。

一
分
一
秒
を
争
う
状
況
の

中
で
、
そ
う

し
た
人
ぴ
と
を
敦
っ
た
の

は
防
災
機
闘

で

櫺
尽
ぐ
、
実
は
、
隣
人
や
近
所
の

皆

穴
刄
で
し
た
。
日
、』ろ
の
人
間
関
係
、

そ
れ
が
自
分
の

命
を
、
そ
し
て
覃
族
の

命
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守
り
ま
す

同
恥
多
発
す
る
火
災
や

家
屋
に
助
じ

込
め
ら
れ
た
人
を
救
出
す
る
に
は
、
消

防
蔘
な
ど
行
軟
の
力
だ
け
で
は
隕
界
が

あ
ひ
ま
す
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
§
分

た
ち
で

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
区
で
も
、区
民
桷
火
歌
を
組
織
し
。

消
防
ポ
ン
プ
を
配
檐
じ
て
い
家
す
。
さ

ら
に
、
9
1ヵ
所
の
消
防
団
賢
機
材
格
冊

鰮
と
、
1
7ヵ
所
の
区
民
事
務
所
に
は
倒

壙
家
贋
か
ら
の
救
出
救
助
用
膏
機
材
を

配

備
し
ま
す
。
こ
う
し
た
消
防
ポ
ン
プ

や

膏
機
材
を
活
用
し
て

、
自
分
た
ち
の

家
ち
夸
守
っ
て
い

き
ま
し

ょ
う
。消
防

ポ
ン
プ
の

便
用
方
法
は

、
区
と
消
防
一

お
よ
び
勇
防
団
が
攅
専
に
あ
た
っ
て
い

ま

す
。
ま
た
、
区
艮
桷
火
眼
を
葩
病
し

て
い
な
い

防
災
区
民
組
織
は
、
ぜ
ひ
、

綿
癘
し
て

ぐ
だ
さ
い
。

震
太
くん
と
煙
魔
くん
が
う
か
が
い
ま
す

区
に
は
、
地
震
を
体
験
で
黎
る
車
震
太

く
ん
と
″
(
災
睥
の
僣
を
体
験
で
き
る
″
麗

く
ん
が
あ
り
穿
y
。
一
太
く
ん
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
関
東
大
地
震
や
兵
糜
県
南
部
地

震
(
阪
神
・
啖
路
大
暇
と

を
再
現
す
る
こ

と
が
で
賣
碁
蚕

。
震
度
7
の
大
地
震
が
ど

の
ぶ
p

な
も
の

な
の
か

、
一
麌
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か

。
町
中

豊

富

・
学
校
な
ど

で
行
う
防
災
訓

練
に
臓
太
く
ん
と
煙
魔
く

ん
が
冫
か
が
い
ま
す

。

新たに煙輿くんが俐笥入り!

わ
が
家
の
防
災
対
策

雨
水
を
た
め
て
日
ご
ろ
か
ら
水
を
節
約

鈴
木
梅
太
郎
さ
ん

鈴
木

ノ
ブ
さ
ん
(
弘

道
二

丁
目
)

柿
の
木
、ト
マ
ト
、し
そ
な
ど
鈴
木

夲
`
の
お
略
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
餓
々
な

野
粟
や
臚
木
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

目
立
っ
て
い
る
の
が

、
大
き
な
ド
ラ
ム

缶
1

本
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

、
あ
ち
y

』ち
に
ポ
リ

バ
ヶ
ツ
や
ト
レ
イ
が
・
・・
。

よ
く
見
る
と

、
ど
眇
を
通
じ
て

、
翠
上

に
陣
る
雨
も
ド
ラ
ム
缶
に
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。―
`
の
ド
ラ
ム
缶

は
パ
イ
プ
で
つ
な
が
れ
、ひ
と
つ
に
は

蛇
口
ま
で
つ
い
て
い
ま

す
。す
べ
て
に

水
が
た
ま
る
と
約
1
t

に
も
な
る
そ

う
で
す

。
普
段
は

、こ
の
水
を
嗄
木
に

あ
げ
て
い
る
の
で
無
駄
に
は
な
ら
ず
、

か
な
り
の
水
が
節
約
で
き
る
と
の
こ

と

。あ
な
た
の
I

で
は
、
ど
ん
な
防
災

対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

全
て
の
小
・
中
学
校
に

災
害
に
備
え
た
ト
イ
レ
を
設
置

地
震
な
ど
で
水
遭
管
が
破
儁
し
た

場
合
、水
洗
ト
イ
レ
は

使
用
で

き
ま

せ
ん

。区
で
は
避
難
所
と
な
る

小
・

中
学
校
全
校
に
埋
め
込
み
式
ト
イ
レ

謇
汲
置
し
ま
し
た

。
あ
わ
せ
て

。
大

人
用
・
子
供
用
紙
オ
ム
ツ

、
生
理
用

品

を
釁
一

し

、
生
巷
に
欠
く
こ
と
の

で

き
な
い
「
徘
せ
つ
」に
つ
い
て

の
対

策
を
行
い
ま
し
た

。

ま
た

、
校
内
の
停
電
に
辱

凡
て

、

発
電
椣

と
照
明
器
具
も
全
校
に
配
備

し
芒

た

。

どこに だれと

逃げればいいの?

・

集
団
避
難

大
地
I

が
発
生
し
た
場
合
、
自
即
事

の
混
乱

、
火
災

、一
一
一

所
へ
の
人
の

集
中

、
情
報
の
蓆
乱
等
が
予
孥
S
れ
ま

す

。
区
で
は

、
警
察
官
や
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
引
率
で
羅
矚
す
る
「

集
団

避
難
」
方
式
麥
禄
用
し
て
い
ま

す
。

・

一
時
集
合
場
所

「
一
時
集
合
婦
所
」
は
、
集

団
避
難
を
蓄
9

た
め
の
最
初
に

集
e

す
る
一

所
で

す
。
こ
の
一

時
集
合
場
所
は
、
各
町
会
・
自

治
会
ご
と
に
決
ま
っ
て
お
り
、

・
i
l
I

め
、
標
示
恢
を
設
一

し
て
い
ま

す
(

零
x
)
。

・

避
難
鳩
所

「
遊
雛
場
所
」
は
、
大
地
震

碍
で

延
晄
火
災
が
発
缶
レ
た
場

合
に
、
大
火
か
ら

皆
さ
ん
の
命

夸
守
る
た
め
の
一

所
で
す
。
大
勢
の
人

が
遷
難
で
費
る
i
i

再
え

、
区
内
に
l

ヵ

所
の
遷
難
一
所
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
″
}き
の
た
め
に
、
】
時

集
合
珊
所
・
遷
難
場
所
・
珊
皿
方
法
謇
I

腮
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

ま
た
、
災
害

死
生
時
に

家
纃
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、

不
安
を
I
じ
暈
』
と
の
な
い
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
、
連
絡
先
や
夢
5
e

弓
麁

所

夸
決
め
て
お
く
冫
E

哭

惆
で
r

A- Fest a95 通信

・

妃
奪
グ
ッ
ズ
販
充
申

今
年
も
記
念
T
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
て

い
奪
歹
。
サ
イ
ズ
は
子
供
用
'
S
'
j
'
d

の
4
種
類
、
価
格
は
い
ず
れ
も
千
附
円

で
す
。
ま
た
、
タ
イ
タ
ッ
ク
(
劭
円
)
、

ピ
ン
プ
ロ
ー
チ
(
鶉
円
)
も
販
兇
し
て
い

家
y
収
茲
は
、ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の

経
費
に
あ
て
ら
れ
ま

す
。

一

あ
だ
っ
ち

ボ
ー
ル
参
加
チ
ー
ム
募
集

「
あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
」
″
歹

ッ
ヂ
ボ

ー
ル
に
以
た

簡
単
で
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で

す
。
各
種
賞
を
用
意
し
て
皆
齏

匈
の
参

加
を
お
待
黔
し
て
い
ま
す
。

日
恥
1
1
0

月
1
5
日
(
日
)
、
午
恥
1
0
時

場
所
=

虹
の
広
場
(
荒
川
河
川
敷
)

対
象
―
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で

、I
チ

ー
ム
1
0
人
(
女
性
ま
た
は
闖
癇
以
上
の

方
か
l
y
人
以
上
含
む
》
S

用
I
I

チ

ー
ム
千
円

期
限
1
9

月
1
4
日

1

い

ず
れ
や

卜

申
・
関
先
―
足
立
区
区
民
ま
つ
り

委
員

会
事
務
局
(
中
央
本
町
庁
舎
・
地
域
振

興
課
)
S
(
1
)
5
1
3

生
涯
学
習
推
進
期
間
協
賛
事業

あ
し
だ
ち
大
学
　参
加
者
募
集

日
時
等
I
左
麦
対
象
-
区
内
在
住
・

在
勤
で
卵
巣
以
上
の
方
(
1
0
月
―
日
現

在
)
定
S
-
如
人
(
中
部
コ
ー
ス
の

み
S
人
)
、抽
選
S

用
―
無
科

申
込

-
1
往
復
ハ
ガ
キ
に
庄
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別

、電
話
番
号
、「
○
○
コ
ー
ス
希
鑼
J

と
明
記

期
限
8

月
5
日
消
印
有
効

申
・
岡
先
L

左
詼
の
各
僉
堤
へ

〈 西 部 コ ー ス 〉

碵 齧・・ 記,
西罌老人館 〒t si ng- 2- 咎- 2 慨钁冫- 9 轄

樋回火矚日、耗胃は午後1: 匐～3: 匐

〈 中 部 コ ー ス 〉

人生の達人になる いき いきら いふ講座
中部老人館 〒123足立区筒原2- 10- 10a3889- 4661

萄同は午後! : 匐～3: 30( 11/ 14、12/ 2は午篌¶ : S～3: ( l )

く干住コース;
眛な講座『 食』_ _ _ _ _

千 佳 老 人 館 〒420 足 立 区 干 住 元AJ 34 ―1f 13882- 2765

一 一 ‥ - ‥
畤即ま午後1: 30司: 30( 9/ 29、12/ 1、12/ 9は午後1: 帥～3: 00)

都
区
リ
サ
イ
ク
ル
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

私
た
ち
の
地
球
、す
べ
て
は
そ
こ
か
ら

身
近
な
隻
活
の
中
で
で
き
る
賢
源
の

再
利
用

、
有
効
利
用
夸
多
く
の
皆
声
刄

と
考
气

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を

目
掴
し
ま

す

。

日
時
-
1
0
月
4

日
(

水
)
、午
後
1

時
3
0分
I
4

睥
4
0分

場
所
L

な
か
の
Z
E
R
O
(

中
野
沢
南

口
徒
歩
7
分
)

内
容
L
贋
形
式
(
2
3区
2

フ
ン

ド
名
・
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
入

賞
老
)
/

基
飼
講
風

「
日
本
の

常
識
世

界
の
非
常
識
」櫻
并
よ
し
子
禹
/
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ド
ほ
か
s
用
―
無
科
申

a
l
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年

鵬
、職
業
を
明
記
期
限
I
9
月
1
0
日

消
印
有
効
申
先
I
卿
特
別
区
協
篳
僉

調
査
部
〒
嚮
千
代
田
区
九
段
北
1
1

1
1
1
東
京
区
竪
羅
問
先
-
中
央

本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
腫

奠
3
1
)
5
8
6

小学生
おさらい教室
募 集 中

経鞅畳かな元小学校軟師が
、マ

ンツ
ーマン
方式で槽蓐し
掌ず
。

曰時等
L上責
定禺―蒭干名
s
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
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福

祉

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や

、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
育
児
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
に

、
気

黽
に
ご
相
峡
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
峡
方
法
は
電
話
お
よ
び
圃
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
=

▽
興
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)
…
毎
週

月
・
木
躍
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
観
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
-
6
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
-
1
0
)

…

毎
週
火
・
土
一

日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

時
間
=

い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
5

時

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
入
居
者
募
集

「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
」
と
は
区
が
民
閥

の
集
合
住
宅
を
借
り
上
げ
て
、
住
宅
に

困
っ
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
に
貸
し
出
す
も
の
で
す
。
こ
の
住

宅
は
、
内
部
の
段
差
を
な
く
し
、
手
す

り
を
取
り
付
け
る
な
ど
安
全
に
配
一
し

て
あ
り
、
緊
急
時
の
通
報
シ
ス
テ
ム
や

安
否
確
認
の
た
め
の
自
動
装
置
も
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
居
者
の
生
活

相
談
や
緊
急
時
の
対
応
な
ど
を
行
う
生

活
援
助
貝
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
居
資
格
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
/
満
6
5纔
以
上
の
単
身
で
、
区
内
に

引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
/

歩
行
、
着
替
え
、
入
浴
、
ト
イ
レ
炊
事

等
が
自
分
で
で
き
る
/
現
在
、
民
間
の

賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
て
、
立
ち
退
き

を
求
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
住
宅
に
困
っ

て
い
る
/
平
成
6
年
中
の
所
得
金
額
が
2
3
7

万
6

千
円
以
下
で
あ
る

募
集
戸
数
=

▽
新
築

、シ
ル

バ
ー
ピ
ア
伊
興
…
2
5

戸
/

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
箆
浜
…
2
5
戸
▽
あ

き
蒙
登
録
…
踉
尸

募
集
期
間
=
9

月
1
1

日
～
3

日

※
く
わ
し
く
は
「
申
込

の
し
お
り

」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お

申
込
用
紙
は
募
集
期
間
内
に
区
民
事
務

所
・
福
祉
事
務
所
・
北
千
住
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
高
齢
者
住
宅
係
で
交

付
し
ま
す

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎

・
高
齢
者
住
宅
係

お
送
り
し
ま
す

(
障
)

医
療
証

8
月
下
旬
に
9
月
1
日
か
ら
有
効
の
(
障
)

医
東
証
を
お
送
り
し
ま
す
。(
障
)
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、
保
険
診

撩
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
都
の
制

度
で
す
。
申
請
し
て
い
な
い
方
は
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
衷
1
・
2
)
。

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係

表1　( 障) 医療証

表2　( 障) 医療証・所得制限表

※ 所得制限額は、総所得から( 障) 医療証交付基準に基づく控除額を差し引
いた金額です

取
り
壊
し
に
よ
り
立
ち
退
き
を

迫
ら
れ
て
困
っ
て
い
る
方
へ

高
齢
者
等
家
賃
助
成
事
業

対
象
=
区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住

す
る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
・
陣
齊
者
世

帯
・
ひ
と
り
親
世
帯
/
取

り
壊
し
に
よ
る
立
ち
退
き

を
迫
ら
れ
、
庄
宅
に
困
っ

て
い
る
方
/
区
内
の
民
間

の
賃
貸
住
宅
に
転
居
し
よ

う
と
す
る
方

助
成
内
容
=

転
居
一
時
金
/
新
家
賃

と
旧
家
賃
の
差
額
/
契
約

更
新
料

※
な
お
、
世
帯

全
員
の
所
得
に
よ
る
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す

助
成

額
=
内
容
・
世
帯
人
員
等

に
よ
り
限
厦
が
あ
り
ま
す

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

高
齢
者
住
宅
あ
っ
せ
ん
等
助
成
事
業

対
象
=
高
齢
者
の
み
の
世
帯
/
立
ち
退

き
を
迺
ら
れ
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

助
成
内
容
=
住
宅
あ
っ
せ
ん
/
転
居
一

時
金
※
舎
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
足
立
区
支
部
の
協
力
を
得
て
実
施

し
て
い
ま
す

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
高
齢
者
住
宅
係

「
敬
老
祝
品
」と

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
」を
贈
呈
し
ま
す

9
月
1
5
日
現
在
、
足
立
区
に
住

所
の
あ
る
喜
寿
・
傘
寿
・
米
寿
を

迎
え
ら
れ
る
方
に
、
長
寿
を
お
祝

い
し
て
配
念
品
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
T

枚
)
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象

―
▽
喜
寿
(
満
7
7歳
)
大
正
7
年
4

月
2
日
～
同
8
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
方
…
カ
シ
ミ
ア
入
り
純
毛
毛

布

▽
傘
寿
(満
8
0纔
)
大
正
4
年
4

月
2
日
～
同
5
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方
…
陶
茶
器
セ
ッ
ト

▽

米
寿
(
満
8
8歳
)
明
治
4
0年
4
月
2

日
～
同
4
1年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
…
羽
毛
ふ
と
ん

※
マ
ッ
サ
ー

ジ
券
の
有
効
期
限
は
平
成
8
年
3

月
1
5日
ま
で
で
す
。
お
早
め
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
社
会

福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

戦
没
者
の
妻
・
父
母
等
の
方
へ

以
下
に
該
当
す
る
方
は
請
求
期
限
が

平
成
7
年
9
月
3
0日
で
終
了
し
ホ
す
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
符
号
の
国
債
で
僕

還
を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ
の
僕
還
の

終
了
時
に
請
求
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

□
戦
没
者
等
の
妻

▽
第
4
回
特
別
給
付
金
「
れ
号
」

対
象
=
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
「を
号
」

を
受
給
し
た
峨
没
者
の
妻
支
紬
額
=

6
0
万
円
(
1
0
年
僕
還
の
国
庫
債
券
)

▽
第
1
0回
特
別
給
付
金
「
ち
号
」

対
象
=
第
4
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

「
ち
号
」を
受
給
し
た
戦
没
者
の
妻
/
第
6

回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
「
へ
号
」を

受
給
し
た
戦
傷
鍔
者
の
妻
で
、
そ
の
峨

傷
病
者
が
昭
和
5
8年
3
月
3
1日
ま
で
に

公
務
傷
病
等
が
原
因
で
死
亡
し
た
場
合

支
給
額
=
1
2
9万円
(
1
0年
僕
還
の
国
庫

債
券
)

□
戦
没
者
等
の
父
母
・
祖
父
母

▽
第
7
回
特
別
給
付
金
「
か
号
」

対
象
=
第
5
回
特
別
給
付
金
国
廱
債
券

「
か
号
」を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父
母
・

祖
父
母

支
給
額
=
6
0万
円
(
5
年
償

還
の
国
直
債
券
)

▽
第
9
回
特
別
給
付
金
「
り
号
」

対
象
=
第
7
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

「
り
号
」を
受
給
し
た
峨
没
者
等
の
父
母

・
祖
父
母

支
給
額
=
6
0万
円
(
5
年

償
週
の
国
S
債
券
)

▽
第
1
4回
特
別
給
付
金
「
ほ
号
」

対
一
=

第
9
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

「
ほ
号
」を
受
給
し
た
戦
没
者
等
の
父
母

・
祖
父
母

支
紿
額
=
7
5万
円
(
5
年

償
還
の
S
庫
債
券
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

お
知

ら
せ

9
月
は
教
育
相
談
強
調
月
間
で
す

教
育
相
談
室
で
は
9
月
1
日
か
ら
2
9

日
ま
で
の
期
間
を
教
育
相
談
強
調
月
間

と
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
行
く
の
を
嫌

が
る
、
言
葉
が
お
そ
い
な
ど
お
子
さ
ん

の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
経
験
豊
富

な
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

　
(
3
8
5
6
T
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

納
税
は
8
月
3
1日
ま
で
に

平
成
7
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
2
期
分
の
納
期
限
は
、
a
月
3
1日
で

す
。早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所
、
区
民

事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税
第
一

係
、
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

中
小
企
業
融
資
の
利
率
引
き
下
げ

区
で
は
、中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
に
、

運
転
資
金
や
設
爾
資
金
等
の
貸
し
付
け

あ
っ
せ
ん
を
行
つ
て
い
ま
す
が
、
9
月
1

日
融
資
申
し
込
み
分
よ
り
、
貸
付
あ

っ
せ
ん
利
率
を
引
き
下
以

年
利
2
.
9
%」

と
し
ま
す
。

申
・
問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

自転車放置禁止区域
小 菅 駅 周 辺

「
少
し
の
間
ぐ
ら
い
な
ら
…

」
と
置

い
た
自
転
車
が
思
わ
ぬ
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。
歩
遭
を
ふ
さ
い
だ
自

転
車
、
卑
遭
に
は
み
だ
し
た
自
転
車
で

危
険
な
目
に
あ
っ
た
区
民
は
数
え
き
れ

ま
せ
ん

。自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、

決
め
ら
れ
た
場
所
に
畦
車
し
、
少
し
の

距
離
な
ら
歩
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

区
で
は
、
駅
周
辺
匐
S

以
内
を
放
置

自
転
車
禁
止
区
域
に
指
定
し
自
転
車
搬

去
を
し
て
い
ま
す

。
自
転
車
を
引
き
取

る
と
き
は
、撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を

徴
収
し
ま
す
。撤
去
後
x
ヵ
月
を
過
ぎ

る
と
処
分
し
ま
す
の
で
ヽ
缶
蓴
ぐ
だ
さ

い
。

民
間
自
転
車
駐
車
場

▽
小
菅
畦
輪
場
(
足
立
2
1
4
3
)

(
3
8
8
0
)
7
6
4
7

自
転
車
移
送
所
(
撤
去
先
)

▽
加
平
移
送
所
(
加
平
2
-
1
7
-
6
先
)

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

小菅駅周辺自転車放置禁止区域
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募

集

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

平
成
7
年
度
特
別
区
職
員

採
用
選
考
(
Ⅲ
類
・
事
務
)

第
一
次
選
考
日
-
1
0月
2
2日
(
日
)

受

験
搬
格
=
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
/
身
体
陣
害
者
福
祉
法
第
1
5条

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
/
選
考
申
し
込
み
時
お

よ
び
採
用
時
に
お
い
て
引
き
続
き
特
別

区
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
/
学

歴
か
簡
わ
ず
、
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
3
年
t
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
/
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か

つ
、
介
霞
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可

能
な
者
/
通
常
の
助
務
時
間
に
対
応
で

き
る
者
/
活
字
印
刷
艾
に
対
応
で
き
る

者

採
用
予
定
人
員
I
約
2
5人

申
込

・
期
間
等
=
表
3

申
込
書
類
配
布
場

所
=
都
内
の
各
区
役
所
人
事
担
当
課
、

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

問
先
=
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
試

験
課

―
y覬
千
代
田
区
九
段
北
1
1
1
-
4
(

東
京
区
政
会
館
内
)

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

表3　 申込方法および期間等

足
立
区
職
員
(
家
庭
奉
仕
)

選
考
=
1
0月
1
5日
(
日
)

受
験
資
格
=

次
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
/
昭

和
3
1年
4
月
2
日
以
降
に
l

覈
た
者

で
、
義
秘
教
育
終
了
程
度
の
能
力
を
有

す
る
者
/
地
方
公
務
員
法
第
1
6条
の
各

号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

採

用
予
定
=
平
成
8
年
4
月
1
日
以
降

募
集
=
2
人
申
込
=
所
定
の
申
込
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
受
付
時
間
=
午

前
9
時
～
午
後
5
時
(
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
)
期
限
=
9
月
2
0
日
消
印
有

効
申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
人
事

係
〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

社
会
福
祉
協
議
会

保
護
雇
用
事
業
臨
時
職
員

対
象
=
援
助
者
付
き
雇
用
で
、
知
的
障

害
者
の
働
く
場
を
つ
く
る
た
め
に
、
灣

拂
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
障
害
者
の

珊
掃
作
業
の
補
助
や
指
導
夸
y
る
熱
息

の
あ
る
2
0歳
～
6
0歳
く
ら
い
ま
で
の

方

勤
務
日
等
=
週
5
日
、
1
日
8
時

間
ほ
か

募
集
人
a
=
若
干
名

報
酬
=

時
給
8
5
0円(
交
通
費
別
支
給
)

申
込

=
履
歴
書
(
市
販
の
用
紙
、写
真
添
付
)

を
持
参
ま
S

笳

送

申
込
期
間
=
8

月
2
5
a～
9
月
5
日

面
後
日
1
9
月
(

後
日
連
絡
)

採
用
予
定
=
1
0月
1
日

以
降

申
・
間
先
=
西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

障
害
者
の
介
助
補
助
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

□
重
度
障
害
者
プ
ー
ル
活
助
介
助
補
助

日
時
=
9
月
8
・
3
日
、
1
0月
6
・
9

・
1
6日

午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
1
時

場
所
=
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

対
象
=

猖
歳
～
4
0歳
く
ら
い
の
健
康
な
男
女

内
容
=
重
度
障
客
者
の
プ
ー
ル
活
動
介

助
補
助

募
集
人
員
―
若
千
名

※
入

館
料
は
無
料

問
先
=
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

□
宿
泊
訓
練
介
助
補
助

日
程
=
9
月
1
3・
1
4日
(
1
泊
2
日
)

募
集
人
員
=
男
性
若
干
名

報
酬
=
日

額
3
千
円

※
保
険
加
入
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

障
害
を
お
持
ち
の
方
の

交
流
グ
ル
ー
プ
活
動
参
加
者

仲
間
と
と
も
に
楽
し
い
ひ
こ
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
毎
週
木

一
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時

場
所
=

保
楸
セ
ン
タ
1

内
容
I
牛
乳
パ
ッ

ク
を
使
っ
た
和
紙
工
芸
な
ど

申
・
問

先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

生
活
環
境

「常磐新線(新浅草駅付近・
都県境間)鉄道建設事業」の

環境影響評価書

の公示・縦覧

東
京
都
環
篤
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、9
月
5
日
に
環
糲
彫
一
評

価
書
を
公
示
し
、
次
の
と
お
ひ
縦
覧
し

ま
す
。こ
の
秤
価
書
は
、事
業
者
が
皆
さ

ん
か
ら
出
さ
れ
た
ご
意
見
や
区
長
の
意

見
、
知
事
の
審
査
意
見
書
に
基
づ
い
て

評
価
書
案
に
検
酎
を
加
え
作
成
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
縦
覧
は
、
環

境
彰
一
評
価
手
続
き
の
最
終
段
階
に
あ

た
ひ
ま
す
。

縦
覧
期
間
=
9
月
6
日

～
2
0日
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

縦
覧
時
間
―
午
前
1
時
3
0分
～
午
後
4

時
3
0分

縦
覧
撮
″
T
千
住
本
庁
舍
・

環
境
課
、
都
・
環
境
彰
一
評
価
審
査
室
(

都
庁
第
1
本
庁
舎
北
塔
3
6階
)
、
都
・

多
摩
環
境
保
全
事
務
所
(
立
川
合
同
庁

舎
4
階
)

※
中
央
図
書
館
、
中
央
本

町
区
民
事
務
所
、
保
楸
区
民
事
務
所
で

も
閲
覧
で
き
ま
す

問
先
=
都
・
環
境

彰
一
評
価
審
査
室

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

建
築
無
料
相
談
・不
燃
化
建
て
替
え
相
談

9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
に
併
せ

て
、
建
築
に
つ
い
て
の
全
般
的
相
談
や

不
燃
建
築
物
に
建
て
替
え
る
際
の
相
談
(

助
成
制
度
の
利
用
方
法
等
)
に
無
料
で

応
じ
嫐
す
。
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考

え
の
方
ま
た
は
建
て
替
え
に
つ
い
て
く

わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い

。

日
時
1
9

月
1

日
(

金
)
、
午
前
珀
時
～
午
後
4
時

場
所
=

北
千
住
駅
西
口
(

営
団
地
下
鉄
千
代

田
纖
入
口
付
近
)

相
談
内
容
等
=

▽

建
築
無
料
相
談
…
東
京
都
建
築
士
事
務

所
協
会
足
立
支
部

▽
不
燃
化
灣
て
替

え
相
談
…
(
財
)
ま
ち
づ
く
り
公
社

▽

建
築
防
災
相
談
…
建
築
指
導
課

問
先

=
千
住
本
庁
舎
・
建
築
審
査
課
、
建
築

指
導
課
、
ま
ち
づ
く
り
課

9
月
1
0日
は
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー

〝
下
水
道
が
わ
か
る
〟
パ
ネ
ル
展

下
水
道
の
区
内
の
普
及
率
も
、
平
成
7

年
3
月
末
で
9
7
%に
適
し
ま
し
た
。

今
後
の
一一
全
普
及
促
進
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
身
繩
箏

水
遭
の
し
く
み
や
こ
れ
か
ら
の
下
水
道

の
役
割
等
を
知
る
機
会
と
し
て
、
パ
ネ

ル
展
を
閧
催
し
家
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
ご
来
場
の
方
に
配
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
(
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
)
。
日
時
1
9
月
7
・
8
日
、午
前
9

時
～
午
後
4
時

場
所
9
中
央
本
町

庁
舎
・
1
階
ロ
ビ
ー

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
計
画
調
整
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

年

金

老
齢
福
祉
年
金
や
2
0歳
前
の
障
害
な
ど
に

よ
る
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

他
の
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
届
け
出
を

老
齢
福
祉
年
金
や
、
福
祉
年
金
か
ら

叨
り
替
え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
金
お
よ

び
2
0歳
前
の
病
気
や
ヶ
ガ
に
よ
る
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
厚
生

年
金
や
恩
給
な
ど
、
他
の
年
金
を
受
け

る
よ
う
に
な
る
と
、
老
齢
福
祉
年
金
等

の
支
払
額
が
調
整
さ
れ
嫐
す
。
他
の
年

僉
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
国

民
年
金
課
給
付
係
ま
で
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、届
け
出
が
遅
れ

て
両
方
か
ら
年
金
を
受
け
取
つ
て
い
た

場
合
、
浚
R
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
9
月
6
日
(
水
)
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
2
階
・
S
民
年
金
課
前

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

「
'
9
5
交
通
死
亡
事
故

S
T
O
P
作
戦
」を
展
開
中
で
す

S
(
シ

ー

ト

ベ
ル

ト
)

…

自

動
車

運転
中
侭一
用

T
(
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
)

者
の
二
輪
車
事
故
の
防
止

O
P
(
オ
ー
ル
ド
・

ピ
ー
プ
ル
)
…

こ

ぷ
言

律
に
し
中
の
事
弖
防

孔

高
齢
者
と
若
者
の
二
輪
車
に
よ

る
交
通
事
故
が
増
加
し
、
な
か
で

も
、
高
齢
者
が
当
事
者
に
な
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

反
射
材
や
明
る
く
目
立
つ
服
で

「
も
っ
と
目
立
と
う
よ
」「
オ
シ
ャ

レ
大
作
戦
」蚩
朕
鬨
し
、「
篤
交
通

死
亡
事
故
S
T
o
P

作
戦
」
を
区

内
警
察
署
全
署
員
が
、
全
力
を
挙

げ
て
取
ひ
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
=
各
警
泰
署
交
通

課
・
千
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

綾 瀬川
みんなで水質調査を

行いました

纃
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1地
域

協
議
会
の
主
催
に
よ
る
、
初
め
て
の
綾

瀬
川
み
ん
な
で
水
質
調
査
が
、7
月
2
1

日
流
域
自
治
体
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
足
立
区
で
も
4
4人
の
参
加
者
が
あ

り
、
環
境
問
題
へ
の
闘
心
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
学

生
、
若
い
お
雪

ん
が
鷲
宮
檎
・
医

構
で
透
視
度
、
溶
存
酸
素
な
ど
河
川
の

汚
れ
を
熱
心
に
調
査
。
そ
の
後
、
教
育

研
究
所
で
し
ょ
う
油
を
使
つ
て
、
食
べ

物
の
残
り
を
水
に
流
す
と
水
が
ど
の
く

ら
い
汚
れ
る
か
を
実
験
し
た
り
、
家
庭

か
ら
持
つ
て
き
た
お
米
の
と
ぎ
汁
や
お

風
呂
の
水
等
も
テ
ス
ト
し
ま
し
た
。

終
了
後
の
愚
頏
文
に
は
「
川
に
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
・
魚
の
す
め
る
川
に
し
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
奔
し
た
。

<
環
境
課
調
査
>教育研究所での実 験

掲
示
板

□

「
ゆ
く
ぇ
不
明
の
人
を
さ
が
す
相
談

所
」
開
設
　

皆
さ
ん
の
家
族
や
知
ひ
合

い
の
方
で

▽
鰐
気
等
を
苦
に
し
て
家

出

▽
犯
罪
や
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い

る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど

、
ゆ
く
ぇ
不
明

の
方
が
お
り
ま
し
た
ら

、
こ
の
機
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

期
間
=
9

月
1

日
～
3
0
日
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時
3
0

分

間
先
=

警
視
庁
1

階
身
元
不
明
相

談
室

　
(
3
5
8
1
)
4
3
2
1

警
視
庁
浅
草
警
察
署
観
音
前
交
番

(
3
8
7
1
)
0
1
1
0

※
区
内
3

警
察
署
で
も
行
い
ま
す

<
千
佳
警
察
署
>

□
足
立
あ
か
し
あ
園
祭
　

日
時
=
9

月
9

日
(
土
)
、
午
前
扣
時
～
午
後
2

時
3
0

分

内
容
=
通
所
者
の
作
業
実
演
・
販

売
等

場
・
間
先
=
足
立
あ
か
し
あ
園

　
(
3
8
4
9
)
1
1
8
8

□
短
期
講
習
「
パ
ソ
コ
ン
(
中
級
)
」
受

講
生
募
集

日
時
=
加
月
5
・
6
日
、

午
後
6
時
～
9
時
1
0分
/
7
・
8
日
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
1
5分

対
象
一

一
般

定
員
=
1
5人

費
用
=
5
千
8
0
0

円

受
付
=
9
月
5
日
、
午
後
1
時
ま

で
に
直
接
来
校

場
・
申
・
問
先
=
都

立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
第
4
7
回
老
年
学
公
開
講
座
「充
実
し

た
老
後
を
め
ざ
し
て
」

日
時
=
9
月
7

日
(
木
)
、午
後
L
時
1
5分
～
4
時
3
0

分

場
所
=
都
庁
第
L
本
庁
舎
i
n階

費
用
=
無
料

定
員
=
聊
人

問
先
=
　
(

財
)
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所

(
3
9
6
4
)
3
2
4
1
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フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

A
-
F
e
s
t
a
笳
の
一
環
と
し
て

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す

。

日
時
=
1
0
月
1
4
日
、
午
前
1
1
時
～
午
後
3

時
/
B

日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

場
所
=

荒
川
河
川
敷
(
缸
の
広
場
)

対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
(

出
店
物

品
の
販
売
を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て

い
る
方
は
不
可
)

内
容
=

薬
品
、
食

料
品
、
励
物
、
品
質
保
証
の
で
忝
な
い

も
の
は
販
売
不
可

募
集
区
両
=

各
日
1
1
0

区
画
程
度
(
抽
選
)
/
1

区
画
(
3
m

×
3
m
程
度
)
出
店
料
―
無
料
申

込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
出
店
希
望
日
(
1
4

日
、1
5
ほ
の
い
ず
れ
か
1
日
の
み
)
、住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、職
業
、

出
店
す
る
物
品
の
種
類
を
明
記
/
1
世

帯
1
通
の
み
有
効
※
雨
天
の
場
合
中

止
期
限
=
9
月
3
日
消
印
有
効
申

・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
〒
讚
中
央
本
町
1
―
1
7
―

1

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

子
育
て
の
知
恵
と
経
験
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

、子
宵
て
中
の
人
た
ち
を
支
え
、励
ま

す
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
　

「子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」

を
鬨
催
し
ま
す
。
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
活
動
を
実
践
で
き
る
方
、
ま
た
は

そ
の
意
欲
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
程
=
左
表
の
と
お

り

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど

も
科
学
館

定
員
=
5
0人
(
抽
選
)

費

用
=
宿
泊
研
修
会
実
費
(
4
千
円
租
度
)

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、性
別
、
電
話
番
号
、「
子
育
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」
希
望
と
明
記

期
限
=
8
月
3
1日
消
印
有
効

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
青
少
年
課
社
会
教
育
主

査

一
泓
平
住
1
1
4

―
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

子青てアドバイザー養成講座日程等

※ いずれも木曜日、午後7 時～9 時( 宿泊研修会を除く)

夕
焼
け
放
送
の
時

間
が
変
わ
り
ま
す

夕
焼
け
放
送
は
、9
月
か
ら
1
0月
ま

で
、
午
後
5
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
青
少
年
課
調
整
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

世 帯と 人口( 7 年8 月1 日 現在)
世 帯 261, 589
人 口 638, 629 人

男 324, 066人
女 314, 563人

情 報 コ ー ナ ー

ちびっこあつまれ
ちびっこ まつり

乳幼児・小学校低予ザのお子さ
んが楽し め る企画 がい っぱい で
す。ぜひおいでください。 日時=9

月10日( 日) 、午前10時 ～午後2
時30分 内容= 縁日、ト ランポ

リン、あずき遊び、ブラック シアタ
ー、ゲーム、おもち ゃで遊ぼうコー
ナー、模擬店、バザー、事業紹介な
ど ※ 自動車での来所はご遠慮く
ださい 場 ・問先= 梅島通所菌||練
施設内東部障?1: l t l Lj忿合センター
幼児指導係( 梅島3 ―31―19、四新
爿 駅徒少3 分> 　3849 ―1379

第45回足立区文化祭
オープニングセレモニー

隰立匹 大 乙 奈 の オ ープ ン に あわ
せ 、 又耻氓冊体連 合 会 の加 盟 団 体耙

よ る ジ ョイ ン ト イ ベ ント を 晝 大 に

鬨 催 し ま す。 日 時=9 月17 日(

日) 、 四10 時 ～ 午 後6 時 場所=

ギ ャラク シ テ ィ 参怕 閤体= △
舞 台 … 吟剣 ・ 民踊 ・ 騷 曲 ・= 曲 ・

日 本鼻 蹣 ・瑞 穂・ と くさ ・ 民謡 ・

歌 謡 ・ 茶道 調 △ 嬰ぷ 爽濱 … 書 道 ・

干芒 ・
陶 芸

・友 禅 ・ 拓本 ・日 本 画
・写 貞 ・ 薹 耋 ・盆 景 ・川 柳 費用=

篇 料 間欠 ヂ 庄 本庁 舎 ・文化

振 興 係 　3882- 1111 ㈹

第24回足立区合唱コンクール/ 出場グループ募集
日ごろ の練習成果を芫賚する場

とし て番加し ませんか。今回 は斉
田正子 氏をゲ スト にお招 きし ま
す。 日時=11 月19 日( 日) 、 午四10
顧賀1分圜醂 壥J = ギ ャラクシ

ティ・西新井文4匕ホール 対象=
主に区内で活励している合噴団
鑼底人数= 仞 人以内( 曲間にl 0人
以内 の入れ鰆え司) 曲目= 自由、2
曲以 内 演奏時胃- 7 分以 内(
曲関 を含 むl 審査員= 真轢 将
氏、佐々木杼綱氏、幽姚大裁氏

申 込= 所定の用紙 で、郵送または
直接窓口 ※ 要項・申込用紙は担
当窓口にあり ます 期限=9 月29
日 申・問先= 千住本庁舎 、文化
振 興係 　3882- 1111 ㈹
□ あだちブラスバンドフェスティ
バル' 95出演団体募集
日 程=11 月5 日( 日) 場 所= ギ ャ
ラクシティ・西新井文化ホ ール
期限=8 月31日 申 ・問先= 実行
委員会事務局( 千住本庁舎 ・文化
振興係) 　3882 ―1111㈹

青年センターの催し
□ 子育てセミナー「感性を育てる

絵本とお話」
日時=9 月14・21日、いずれも午前10
玲～正午 刈象= 幼児のいるお

母さ ん 費用= 無料 申込= 電話
※ お 子さ んの保育を 行います( 定
員15人) 。お問い合わせください
□「みんなでエイズを考える集い」

実行委員募集
エイズの問顧を、みんなで考え

行励する集いを行います。企画か
ら参加し てくれる若い パワ ーを募
集し ます。演劇やロック、蒔や絵
画など自分のやり方で参加したい
方も人i ,λ 迎 已す。みんなでこの集
いをつくっていきませんカ丶 日
程=12 月17日( 日)

――いずれも――
場・申・問先= 青年センタ ー
3890- 0061

桜の苗木を配布します

荒 川 と ポ ト マ ッ ク

川 の 姉 妹 河 川 の 提 携

を 記 念 し 、 桜 の 櫨 樹

祭 が 行 わ れ ま す 。 区

で は 、 ポ ト マ ッ ク 公

園 か ら の「里 蟠 り 櫃 」

の 苗 木 を 配 布 し ま

す 。 日 程- 10 月22

日( 日) 場 所= 江 北

公 園( 都 市 農 業 公 園)

刻 象= 区 内 ご 住 の 方

種類=ヤエザクラ( 高さ2mで150
本。ひとり1本、応募者多数の場

皿申込=往復ハガキに住
所、氏名、電話番号、「板の苗木希

望 」と 剽 記( 返 信 用 ハガ キ に も 住

所 、 氏 名 、郵 便番 号を 記 入) 期
覿=9 月10 日必 着 申 ・問 先= 中

央 本 町 庁 舎・ 公 園 課 〒121 中 央

本 町1 ―17 ―1 　3880- 5251

気のあったグループで

秋の施設見学会

日時=10 月17・18・19日、午前9
時30 分～午後4 時( 予定) 見学-
ギャラクシティ、生物園などの区
内施設j 、j彖=18 歳以上のRF 叺で
構成する20人以上30人以下の団体
費用= 無料( 昼食は各自ご持参く
ださい) 申込= 往復ハガキにグ
ループ名、代表者の住所、氏名、
年齢、電 話き号、希望 日( 第2 希
望まで) 、「クルーyx 卮設見予会」
希望と明記( 1 グ ループ1 通まで)
期限=9 月6 日必着 申・問先=
千住本庁 舎・広報課 〒120 千住1
―4 ―18 　3882 ―1111㈹

カッ パのバッジ 発
売
中

販売価格= 単品200円 、5
色セット800 円 販 売場
所= 千住本庁舎・情報公
開課、中央本町庁舎・情
報公開課 期間- 10月13日まで
問先=千住本庁舎・広報課
3882―1111㈹

自分らしさを見つめる講座
～私がわたしを好きになるために～

心とからだのバランスを保ち、
等身大の自分を受けとめ、自分に
とって心地よい生き方 とは何かを
一緒に考えてみませんか。
2歳から学齢前のお子さんの保

育を行います。日程等=下表の
とおり刈象一区内在住・在勤・
在学の20代、30代の女性 定員=30
人( 抽選) 費用= 無料 申込一

往復ハガキに住所、氏名、年齢、

電話番号、希望理由、「自分らしさ
を見つめる講座 」希望と咀記( 保育
を希望する方は、お子さんの名前、
生年月日も 記入) 保育定員=12
人( 抽選) ※ 9 月5 日に保青オリ
エンテーションを行い ます 期限- 8

月31日必着 場・申 ・筒先=
女性縁 合セ ンタ ー 〒123 権田7
―33―1 　3880 ―5222

自分らしさをみつめる講座・日程

※時間はいずれも午前10時～正午

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています Y. F. Hi . 240, 000


